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【特集】東日本大震災からの 10 年、そして、これから… 
―現代行動科学会第 38 回大会テーマセッションから―
対人援助と自分援助

―欠けていたパーツ、新しいパーツが加わる日々―

久保 香世（福島県スクールカウンセラー） 

１．対人援助職としてのこの１０年 

 東日本大震災からの２年間は、久慈市の中学校と県北沿岸の高校５校でスクールカウン

セラーとして勤務しました。加えて岩手県教育委員会の子どものこころサポートチームの

一員として、特に沿岸部の学校支援及び県内全域の子どもの心をサポートする方策を考え

形にしていきました。また、岩手県臨床心理士会の子育て支援委員会として、釜石市平田

地区において子育て支援団体「ママハウス」からの要請に応じて活動へ協力しました。そ

の後は福島県の小中学校でスクールカウンセラーとして勤務をしています。

 大震災の被害の大きさに愕然とし、被災した方々の気持ちを思うとどのように声を掛け

たらいいのか戸惑ったり緊張したりしたことを思い出します。福島に来た当初はやり場の

ない怒りを抱えている人が多いように感じました。東京電力福島第一原発事故により子ど

もたちはしばらくの間外で遊ぶことができなくなり、今のコロナ禍の生活と重なる部分が

あります。行動制限による子どもたちの心身に与える悪影響を危惧しています。

２．私個人としてのこの１０年 

 大震災により多くの人が価値観を大きく揺さぶられたと思います。私の夫もその一人で

公務員を辞めて福島県で林業の仕事に就きたいと強く希望するようになりました。岩手で

仕事を続けたい私と、福島で転職をしたい夫の気持ちは平行線を続けました。心理の専門

家としては夫とともに移住をすることがベストだと頭では分かっていても、心が追いつか

ない、そんな日々でした。福島へ移住してからは地域と職場に慣れることに無我夢中の毎

日でした。３年位が経過した頃それまで蓋をしていた岩手への思いが溢れ、特に岩手山が

恋しい時期がありました。大震災から７年という節目に、それまで書くことができなかっ

た日記や中断していたお茶の稽古を再開し、自分のなかの欠けていたパーツが戻ってきた

感覚を覚えました。夫や仲間とともにツリークライミング®体験会を実施するようになり

自分に新しいパーツが加わり、福島での生活が楽しくなってきたこの頃です。

３．振り返りとこれから 

 自然災害は今後も起こることが予想され、震災の体験や教訓は風化するどころかどんど

ん新しく上書きされるべきと考えています。私のライフワークになりそうなツリークライ

ミング®体験会をこれからも実施し、福島の皆さんが自然に親しみながら心身を開放し笑

顔になってくれたら嬉しいです。茶道の「今、目の前のことに集中する」ことで心を保

ち、自分を援助しながら対人援助職としても粛々と職務にあたっていきたいです。

  

【特集】東日本大震災からの 10 年、そして、これから… 
―現代行動科学会第 38 回大会テーマセッションから―
10 年間の創作活動を通して振り返る、東日本大震災との向き合い

方の変化

大坂 瑞貴（「塔」短歌会・有限会社丸高水産） 

１．東日本大震災発生当時の状況 

 私は高校一年生で、宮城県女川町の漁村集落に住んでいました。地元の町は壊滅状態、自

宅も大きな被害を受けました。

２．高校時代の詩と写真（震災直後） 

私は震災以前から日常的に趣味として詩を書いていました。震災後に書いた詩を読み返

すと故郷を失った寂しさや死生観の変化が反映された内容になっていました。書くことが

気持ちの整理、心の支えになっていたのだと思います。

部活動として取り組んでいた写真では、普通の風景写真のつもりで作品展に出品した震

災前の女川の写真が震災と関連付けた評価をされたことがありました。こうした経験から、

故郷が「被災地」と呼ばれることへの拒否感を抱くようになりました。

３．大学時代の短歌（震災から３～５年後） 

大学在学中、サークル活動をきっかけに短歌を詠むようになりました。当時の作品からは

震災以前を懐かしむ気持ち、戻りたい気持ちが強く、震災から目を背けたい思いもあったこ

とが窺えます。

４．会社員時代の短歌（震災から６～８年後） 

仙台の会社で世論調査の仕事をしており、原発事故避難者の意見の調査にも関わりまし

た。それが原発事故への視野を広げ、作品にも生かされるようになりました。また、津波で

亡くなった祖母のことをやっと考えられるようになったり、震災について客観的に見た歌

を詠むようになるといった変化もありました。

５．最近の短歌（震災から９～10 年後） 

 大学時代の作品と比べて、変化した今の故郷を受け入れられるようになってきました。コ

ロナ禍と震災を関連付け、人類と災厄に思いを馳せる歌も詠みました。

６．今感じている課題と、これから… 

10 年間の作品をふり返ると様々な心境の変化が見えてきましたが、高校生の時に抱いた

“故郷が「被災地」と呼ばれることへの拒否感”だけは今も変わっていません。

これからは短歌を通して東北、少なくとも地元の女川町を、「被災地」という見方以外の

色々な面から外部に発信していきたいと思っています。ただ、無理して声高にアピールする

のは性に合わないので、日常の中で細部を見つめ、短歌を作り続けることを目標にしていま

す。




